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『品川区史２０１４』（平成26年8月22日初版）正誤表（平成29年11月28日現在） 

 

 平成 26 年 8 月 22 日に発行いたしました『品川区史 2014』（初版）において下記のとおり、

誤りがございました。 

 内容を訂正すると共に、読者の皆様にご迷惑をおかけしたことを、深くお詫び申し上げます。 

 恐れ入りますが、本正誤表をご確認の上、ご利用いただきますようお願い申し上げます。 

             品 川 区 

 

NO. 頁 訂正個所 誤 正 

1 カバー写真 【表】写真の説明中 池田山公園のツツジ 池田山公園のサツキ 

2 １４頁 下段１４行目 寺社門前町なども 寺社門前町などが 

3 ２６頁 下段１３行目 明治７年２月２０日 明治７年３月２０日 

4 ２７頁 上段 ５行目 高等科２年 高等科４年 

5 ２７頁 明治前期の公立小学校

の設立表中、京陽小学校

の項 

明治７年設立の中山学校

と８年設立の桐渓学校が

合併 

明治８年設立の中山学校

と桐渓学校が合併 

6 ２９頁 下段１１行目 尋常高等小学校 尋常（高等）小学校 

7 ２９頁 左下写真脚注 などに改定された などに改訂された 

8 ３５頁 下段１行目 南品川宿（現在の 南品川宿の枝村・三ツ木

（現在の 

9 ４０頁 下段２行目 東京市民となり、市立 東京市民となり、原則市

民に限られていた市立 

10 ５２頁 上段１２行目 後を継いで１８歳で 後を継いで１９歳で 

11 ５２頁 上段１３行目 ２年後の１９歳の ２年後の２１歳の 

12 ５８頁 左下写真脚注 米軍バス（昭和２６年頃） 米軍バス（昭和３０年頃） 

13 ８０頁 左下写真脚注 プールが完成（昭和３０

年） 

プールが完成（昭和３２

年） 

14 ８４頁 中央下写真脚注 結婚相談所 5000組目 結婚式場 8000組目 

15 ９３頁 中央写真脚注 下は本議場 下は本会議場 

16 ９８頁 下段５行目 合流地点を 合流地点（現中原口）を 

17 ９８頁 下段１０行目 、国道１号線の戸越から 、戸越・荏原から 

18 ９９頁 中央、区内地図中  「大崎広小路」駅左下に

「中原口」追記（別表１

赤字個所） 

20 １１８頁 中央左写真脚注 サツキ（品川区民公園） サツキ（しながわ区民公

園） 

21 １１９頁 上段１８行目 とその対策が検討 と住民の避難場所が検討 

22 １３３頁 上段１行目 昭和６３年版長期基本 昭和６３年版基本 

23 １３３頁 右下写真脚注 西大井町広場公園 西大井広場公園 
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NO. 頁 訂正個所 誤 正 

24 １３８頁 上段６～７行目 昭和５８年から６１年ま

では増加したものの、最終

的には約２６００人減少

した。 

昭和５８年からは増加し

たものの、その前年時点

で約８７００人減少して

いた。 

25 １３９頁 上段５行目 都区財政調整の対象 都区財政調整交付金の対

象 

26 １６１頁 中央下写真脚注 山北町ふれあい協働農園

での農作業体験（平成 7

年） 

貸し農園 山北町ひだま

りの里での農作業（平成

7年） 

27 １６５頁 上段２４行目 新川郡水道町 新川郡水橋町 

28 １８６頁 左下写真脚注 新馬場駅近くの要津橋か

ら 

要津橋から 

29 １９２頁 下段年表中「平成１４年

１２月」 

りんかい線全線開通、大井

町駅・大崎駅開業 

りんかい線全線開通、品

川シーサイド駅・大井町

駅・大崎駅開業 

30 ２２２頁 中央左写真脚注 全国サミット２００６in」

品川開催 

全国サミット２００６in

品川」開催 

31 ２２４頁 左下および右下写真脚

注 

商店街連合会事務局 商店街連合会事務所 

32 ２２６頁 下段７行目 往復が片道約１時間。 往復が約２時間。 

33 ２２６頁 右下写真脚注 千葉県市原市の石油コン

ビナートで発生した火災

の 

江東区青海（お台場）で

発生した火災の 

34 ２２７頁 上段１９行目 震災のときは 地震のときは 

35 ２４８頁 下段１行目 大ねぶたを 大ねぷたを 

36 ２６７頁 上部品川区遺跡分布脚

注 

2 同（宝塔寺付近） 2 №2遺跡（宝塔寺付近） 

37 同 同 3 同（清泉女子大学） 3 №3 遺跡（清泉女子大

学） 

38 同 同 5 池田山北遺跡 5 №5遺跡 

39 同 同 6 池田山北遺跡   6 №6遺跡 

40 同 同 18 荏原館跡 18 №18遺跡 

41 ２６８頁 中央上写真脚注 大森貝塚の貝層（左） 

貝層剥ぎ取り標本（右） 

大森貝塚の貝層（右） 

貝層剥ぎ取り標本（左） 

42 ２７２頁 下段「数字で見る品川」

の脚注を追記 

 ※統計では西品川・広町

は品川地区に入るが、行

政上は、西品川の大部分

は大崎地区（残りは荏原

地区）、広町は一丁目が品

川地区、二丁目は大井地



3 

 

区となっている。 

NO. 頁 訂正個所 誤 正 

43 ２７３頁 左上区内地図中  目黒区と大田区の区境追

記（別表２赤線個所） 

 

44 ３０４頁 左下写真脚注 居木橋遺跡出土の玦状耳

飾（左上土製、ほかは滑石

製） 

居木橋遺跡出土と池田山

北遺跡の玦状耳飾（左上

土製、ほかは滑石製〈右

上のみ池田山北遺跡出

土〉） 

45 ３１４頁 上段６行目 （柳亭痴楽 （四代目柳亭痴楽 

46 ３１４頁 上段２０行目 （大崎ニューシティのパ

ティオ） 

（大崎ニューシティのO
オー

パティオ） 

 

47 ３１４頁 下段４行目 ニューシティのパティオ

と 

ニューシティのOパティ

オと 

48 ３２４頁 右下地図中「三ツ又地

蔵」の位置 

●三ツ又地蔵 位置訂正（別表３赤下線

個所） 

49 ３２５頁 上段後ろから１行目 安去 安芸 

50 ３３８頁 荏原の古道と品川用水

の図中 

旧中原街道 中原街道 

51 同上 同上 南品川（青物横丁） 削除 

52 ３４２頁 上段２１行目 もとの平塚橋会館の場所

に 

現在の荏原平塚学園の場

所に 

53 ３４４頁 上段１１行目 現在の荏原一丁目に移転 現在の平塚三丁目に移転 

54 ３６２頁 左下写真脚注 八潮パークタウン全景（昭

和 58年） 

勝島一丁目からみた八潮

パークタウン（昭和 58

年） 

55 ３７０頁 下段後ろから１行目 武蔵野国は当初 武蔵国は当初 

56 ３７０頁 左下写真脚注 「しながわ道」一里塚 「しながわ道の一里塚」 

57 ３７３頁 右下写真脚注 管理費を賄う貸し駐車場 管理費を賄う貸駐車場 

58 ３８３頁 祭礼地図の下表「品川区

域の祭礼」中 

荏原神社 ５～６月 荏原神社  ６月 

59 ３８９頁 有形民俗第１３号海徳

寺板木の内容中 

各種護布の板木。 各種護符の板木。 

60 ３９８頁 中段「取材協力・資料提

供」中１２行目下段 

藤島 登 藤島 昇 

 

（担当・お問い合わせ）品川区総務部総務課総務係 電話 03-5742-6624 
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『品川区史２０１４』正誤表 別表 

 【別表１】 P.99 「中原口」追記 
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 【別表２】 P.273 「目黒区と大田区の区境」追記 
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【別表３】  P.324 「三ツ又地蔵」位置訂正 

 

 

 


